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（参考）新旧対照表 

 

改正後 現行 

改正臨床調査個人票記入にあたっての留意事項  

Ver.２ 

 

●用語の定義 

・ 改正臨床調査個人票：「「指定難病に係る臨床調査個人票について」の改

正について」（平成 29年 3月 31日付け健難発 0331第１号厚生労働省健

康局難病対策課長通知。以下「課長通知」という。）により改正され、平

成29年４月１日から適用された臨床調査個人票のことを示す。また、「「指

定難病に係る臨床調査個人票について」の改正について」（平成 30 年３

月 19 日付け健難発 0319第２号厚生労働省健康局難病対策課長通知）で

改正された臨床調査個人票もこちらに含む。  

・ 旧臨床調査個人票：課長通知による改正前の臨床調査個人票のことを示

す。 

・ 110疾病：告示番号１から 110までの疾病。 

 （削除） 

（削除） 

 

１． 全体の考え方について 

（１）（略） 

（２）（１）②にかかわらず、別紙１の 39疾病については、更新申請時に＜診

断のカテゴリー＞項目を確認する項目の中に、新規申請時のみ記入する「太

改正臨床調査個人票記入にあたっての留意事項  

Ver.１ 

 

●用語の定義 

・ 改正臨床調査個人票：「「指定難病に係る臨床調査個人票について」の改正

について」（平成 29年 3月 31日付け健難発 0331第１号厚生労働省健康

局難病対策課長通知。以下「課長通知」という。）により改正され、平成

29年４月１日から適用された臨床調査個人票のことを示す。  

 

 

 

・ 旧臨床調査個人票：課長通知による改正前の臨床調査個人票のことを示

す。 

・ 110疾病：告示番号１から 110までの疾病。 

・ 196疾病：告示番号 111から 306までの疾病。 

・ 24疾病：告示番号 307から 330までの疾病。 

 

１．全体の考え方について 

（１）（略） 

（２）（１）の②にかかわらず、別紙１の 40 疾病については、更新申請時に＜

診断のカテゴリー＞項目を確認する項目の中に、新規申請時のみ記入する
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改正後 現行 

線」の項目が存在するため、可能な限り「太線」の項目についても記載し

ていただきたいが、過去の検査結果が不明である等やむをえず記入できな

い場合は、記入しないこととしてもよい。なお、その場合には＜診断のカ

テゴリー＞についても選択する必要はない。 

（３）110 疾病のうち、別紙１以外の疾病については、旧臨床調査個人票から

項目が新たに追加された疾病が存在する。それらの疾病については、新た

に追加になった項目について、更新申請時にやむを得ず記入できない場合

は記入しないこととしてもよい 

（４）診断に関する事項にある検査所見と重症度分類に関する事項の検査所見

が重複する疾病の場合*、診断基準に関する事項は、診断基準上に特段の規

定がない場合には、いずれの時期のものを用いて差し支えない。重症度分

類については、治療開始後における場合は、特段の規定がない限り、適切

な医学的管理の下で治療が行われている状態で、直近 6 ヶ月間で最も悪い

状態を記載する。この場合、診断基準に関する事項の検査所見等と重症度

分類に関する事項の状況が異なっていることもあるが、重症度分類に関す

る事項に記載されている状態を持って、重症度分類を判断されたい。 

*告示番号：44、45、46、49、50、52、55、56、60、61、62、63、64、

72、73、74、75、76、77、78、79、82、83、85、86、87、88、90、99、

100、101、106、107、108、109、、130、159、160、161、162、163、

164、165、174、190、191、219、220、222、223、225、227、235、236、

237、254、266、267、268、269、275、282、283、285、286、287、289、

296、297、306、315 

 

項目が存在するため、可能な限り「太線」の項目についても記載していた

だきたいが、過去の検査結果が不明である等やむをえず、記入できない場

合は、記入しないこととしてもよい。なお、その場合には＜診断のカテゴ

リー＞についても選択する必要はない。 

（３）また、110 疾病のうち、別紙１以外の疾病については、旧臨床調査個人

票から項目が新たに追加された疾病が存在する。それらの疾病については、

新たに追加になった項目について、更新申請時にやむを得ず記入できない

場合は記入しないこととしてもよい。 

（新設） 
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改正後 現行 

（削除） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２．全体の記入方法について 

（１）基本事項 

① OCR の読み取り精度向上のため、手書きは極力避け、厚生労働省ホー

ムページ 

（http://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/000008478

3.html）から、PDFファイルをダウンロードする等により、パソコンに

て入力・作成する。 

② 手書きで記入する場合は、ボールペンとする。 

③ 書き損じた場合はできる限り再度作成いただくことが望ましいが、やむ

を得ない場合は二重   

２．全体に関する変更点や留意事項について 

（１）110 疾病は、旧臨床調査個人票から項目の配置、文言及び単位の表記変

更が多数あるのでご留意願いたい。 

（２）196 疾病は、項目の配置、文言及び単位の表記は大幅な変更とはなって

いない。 

（３）平成 29年 3月 31日付け健発 0 3 3 1 第 5号健康局長通知「「指定難病に

係る診断基準及び重症度分類等について」の改正について」の別紙 2 のと

おり診断基準改正による経過措置対象の疾病*は留意が必要である。  

  *告示番号：7、9、11、14、17、24、26、27、36、38、39、47、56、62、

63、64、65、84、99、102、105、109、119、120、138、158、

167、168、171、229、230、238、254、255、256、271、285、

288、300、301 

  

３．全体の記入方法について 

（１）記入欄外について 

① 改正臨床調査個人票の右上、右下、左下にある■（タイミングマーク）

が読み取り時に重要な役割を持つことから、特にタイミングマーク周辺

については、汚損・破損のないよう留意する。 

② ホチキス留めは、左上 1 か所は差し支えないが、両面印刷の場合に裏側

のページのタイミングマークにかからないように注意する。 

③ 別紙２（別紙記載不可の例)のグレーで示している部分及び右側余白への

記載（✓など）や押印は厳禁。 

④ OCRでの読み取り精度維持のため、様式の改変（網掛け、太枠、縮小プ

http://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/0000084783.html
http://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/0000084783.html
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改正後 現行 

線で訂正のうえ、訂正印を押印する対応でも差し支えない。 

④ 数字の記入方法について 

    図１を参考に、枠内におさまるように記入する。 

    数値ボックスには半角で「数値」か「小数点」のみを記入する。それ以

外の文字・記号は入力しない。 

  ⑤ チェックボックスについては、レを記入する。（塗りつぶしはしない。） 

⑥ 指定医番号の記載は必須とする。 

図 1 数字の記入例 

 

（２）記入欄外について 

① 臨床調査個人票の右上、右下、左下にある■（タイミングマーク）及び

右下の帳票 IDが、OCRによる読み取り時に重要な役割を持つことから、

特にタイミングマークと帳票 ID 周辺については、汚損・破損のないよ

う留意する。 

② ホチキス留めは、左上 1か所は差し支えないが、両面印刷の場合に裏側

のページのタイミングマークにかからないように注意する。 

③ 別紙２（別紙記載不可の例)のグレーで示している部分及び右側余白への

記載（✓など）や押印は厳禁。 

④ OCR での読み取り精度維持のため、様式の改変（網掛け、太枠、縮小

プリント、自由記載欄の拡張など）は行わない。また、未実施の検査が

あった場合など、記入しない複数の行に斜線を記載するなどは行わな

い。 

 

リント、自由記載欄の拡張など）は行わない。 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）その他の留意事項 

① OCR の読み取り精度向上のため、手書きは極力避け、厚生労働省ホーム

ページ 

（http://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/0000084783.html）から、

PDFファイルをダウンロードする等により、パソコンにて入力・作成する。 

② 手書きで記入する場合は、ボールペンとする。 

③ 書き損じた場合はできる限り再度作成いただくことが望ましいが、やむを

得ない場合は二重線で訂正のうえ、訂正印を押印する対応でも差し支えな

い。 

④ 数字の記入方法について 

 図１を参考に、枠内におさまるように記入する。 

   図 1 数字の記入例 
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改正後 現行 

3．各項目への記載について 

（１）基本情報 

姓名（漢字、かな）、出生時氏名、住所、生年月日、性別は、登録され

たデータについて、同一人物同士を紐付けるために必要となることから

必ず記入する。更新申請時に省略されている例がみられるので注意され

たい。 

姓名がアルファベット等の場合は、姓名（漢字）欄に「カタカナ」を記

入する。 

*患者自身で記載されている書類が散見されるため、医療機関が記入い

ただくようお願いしたい 

（２）症状 （臨床所見、主要所見などの表記の場合もあり) 

 「身長、体重」は、数値ボックスに小数点なしで整数値を記入する。 

*ただし、一部の臨個票(告示番号 72-1、80)ではあらかじめ小数点が記載さ

れている。 

 

（３）検査所見 

   ① （略） 

②「小数点」は、数値ボックスのどこに記入しても、また記入しなくても

よい。 

小数点が必要な検査については、一つの数値ボックスに小数点を記入

する。なお、検査数値を記入する際に、数値ボックスが不足する場合

は、小数点以下を四捨五入する。 

③（略） 

４．各項目への記載について 

（１）基本情報 

氏名（漢字、かな）、出生時氏名、住所、生年月日、性別は、登録され

たデータについて、同一人物同士を紐付けるために必要となることから

必ず記入する。更新申請時に省略されている例がみられるので注意され

たい。 

 

 

 

 

（２）症状 （臨床所見、主要所見などの表記の場合もあり) 

  「身長、体重」は、数値ボックスに小数点なしで記入する。 

*ただし、一部の臨個票(72-1、80)では小数点を記載している場合もある。

  

 

（３）検査所見 

① （略） 

② 「小数点」は、数値ボックスのどこに記入しても、また記入しなくても

よい。 

 

 

 

③（略） 
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改正後 現行 

④ 「正常値」を記載する臨床調査個人票について（告示番号 49、56） 

「最小値」または「最大値」を記入する。数値範囲を記載する場合は「症

状の概要、経過、特記すべき事項など」に記載することとし、数値ボッ

クスへの「～」の記入はしない。 

（４）鑑別診断 

① （略） 

② 「除外不可」を選択した場合、除外できた個別の疾病名のチェックボ

ックスに全て☑を記入する。 

*ただし、告示番号 84は、除外不可の場合、「除外できない」疾病名に☑

を記入する。 

（５）～（６） （略） 

（７）症状の概要、経過、特記すべき事項など 

① 臨床調査個人票内に具体的に記入が出来ない事項や設問以外の内容が

ある場合にのみ記載する。 

② （略） 

（８）～（10） （略） 

 

４．その他 

（１）臨床調査個人票のダウンロードについて 

  Adobe Acrobat Reader以外のツールでは不具合を生じる場合があるので、

Adobe Acrobat Readerをお使いいただきたい。また、最新のバージョンで

ご使用いただくことを推奨する（古いバージョンだと保存や印刷で不具合

を生じる場合がある）。 

④ 「正常値」を記載する改正臨床調査個人票について（告示番号 49、56） 

「最小値」または「最大値」を記入する。数値範囲を記載する場合は「症

状の概要、経過、特記すべき事項など」に記載することとし、数値ボッ

クスへの「～」の記入はしない。 

（４）鑑別診断 

① （略） 

② 「除外不可」を選択した場合、除外できた個別の疾病名のチェックボッ

クスに全て☑を記入する。 

*ただし、84 サルコイドーシスは、除外不可の場合、「除外できない」疾

病名に☑を記入する。 

（５）～（６） （略） 

（７）症状の概要、経過、特記すべき事項など 

① 改正臨床調査個人票内に具体的に記入が出来ない事項や設問以外の内容

がある場合にのみ記載する。 

② （略） 

（８）～（10） （略） 
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改正後 現行 

（２）「「指定難病に係る臨床調査個人票について」の改正について」（平成 30

年３月 19日付け健難発 0319第２号厚生労働省健康局難病対策課長通知）

で改正された臨床調査個人票の改正点について、別紙３のとおりとするの

で、参照されたい。 
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改正後 現行 

別紙１ 

  

別紙１ 
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改正後 現行 

別紙２ （略） 

 

別紙３ （新規） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

別紙２（略） 
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